
島根県作業療法士会　令和6年度　第4回理事会　議事録 
 
日時：令和6年11月16日(土)　 13：30～16：10 
場所：出雲市民会館305号室・WEB併用 
出席者：小林、森脇、篠崎、岩本、石田、岩根、奥野、佐藤千、佐藤佑、田中、福代、古田、堀江、　村上、吉岡、

角　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　16名 
委任状：陶山、秋吉、石川、稲垣、岸、立川、原田、　　　　　　　　　　　　以上　8名 
　 
1.会長挨拶　 
：今回は次年度計画に加えて、理事に周知したい事項も予定している。 

2.報告事項 
●推進局　広報部 
：ホームページアクセス数について(10月分)　ページビュー数1位…第18回島根県作業療法学会 
●事務局　庶務部 
： 県士会会員入退会情報　入会1名　退会0名　総会員数522名 
●会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　 
　： 5歳児検診について　作業療法士参画へ向けて、今後松江市の検診に見学参加、雲南市や出雲市の実施状
況調査・渉外活動も計画していく。 

　●吉岡監事 
：松江刑務所からの依頼について　1.経緯2.要望及び相談内容3.今後の対応について報告。今後、　広島県
OT士会と勉強会を開催予定。次年度の計画に組み込む予定、進捗状況報告を随時実施する。 
●会長　 
：2024 年度第2 回協会長・士会長会議（よんぱち委員会）　地域共生社会の深化・協会員=士会員・職域との
連携・体制について等を報告。 

3.企画事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 
●精神科作業療法懇話会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 

　：研修会2025年2月26日（水）WEB開催　テーマ『精神科での身体機能アプローチについて』　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

4.協議事項 
●学術部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認　　 
：学術誌のタイトル決定について　6案から県士会員にアンケートをとり選出し、タイトルを決定。 
　アンケート結果が同率1位となった場合は学術部内で最終決定を行う。 
●運転と作業療法委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→継続審議 
：運転寿命延伸のチラシについて　文言の一部修正、講師料など調整中 
●福利部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認　　　 
：養成校卒業生対象士会オリエンテーションについて　昨年度までWEB開催、対面での開催を望む声があり、
今年度は対面で実施。開催時期：国試後、卒業式前で調整　①メンバー構成…3役+福利部（最低でも2～3
名）②謝金…庶務部役員行動費を充てる。金額は3役で検討。 
●森脇副会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：学会マニュアル作成にむけた時限的な委員会の立ち上げについて　目標：2025年度内完成 
　予算は財務に確認、財源に合わせて委員会活動回数を設定。 
●第18回県学会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→審議のみ 
：腕章について　購入の提案あるも事業部に腕章19個・ジャンバー9着の在庫あり、左記を使用へ 
●第18回県学会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→承認 
：学会企画について　参加者への講師執筆本プレゼント企画　学会予算内で計上予定 
●広報部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→継続審議　　　 
：発刊物時の原稿料、デザイン編集料について　広報部に限らず各活動の現状把握（無償・有償）　や整理、
対価について等の議論を今後行っていく。 
●会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→報告 
：2025年度重点活動項目　『地域共生社会の実現に向けて作業療法士が果たす役割を明らかに伝える　組織
体制整備の推進』各項目の策定内容の説明と報告。 
【次年度（2025年度）事業計画】　新規計画事項を中心に審議 



●事務局　庶務部　 
：2025年度総会について　2日間開催　1日目…保険部研修会（協会講師を招聘）、専門部・委員会合同マル
シェ、福利部交流会　2日目…各部の紹介（生涯教育制度の変更）、総会、研修会（起業OT）　次年度は役員
改選年を踏まえて第1回理事会の開催時間設定。 
：通信費予算の増額（郵送費変更に伴い） 
●事務局　財務部 
：来年度事業計画　１．会費徴収　２．財務管理　 
●事務局　福利部 
：ワークショップ…県士会同士のコミュニケーションを図る、県士会活動に参画したことのない層の呼び込み、子
育て世代も参加しやすいイベントの開催を図る。 
：学会の託児所開設に向けた取り組み、実績づくり 
●事務局　保険部 
：総会時研修　OT協会制度対策部を講師として招聘（対面またはWEB…今後調整）　 
：介護保険分野における研修会の企画+交流の場の設定 
●教育局　生涯教育部 
：スタッフの活動費について…現職者共通研修など規模が大きい企画では拘束時間が長くなる。 
活動に対する対価も検討していく。 

●教育局　学術部 
：学術誌デザインについて…ロゴの作成、デザイン案も検討中であることを踏まえて予算計上した。　 
●教育局　専門部（4G) 
：総会時企画として専門部マルシェを次年度も計画。 
●教育局　専門部　精神科作業療法懇話会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　：懇話会は部内での研鑽、研修会は講師を招聘して開催するなど活動内容のすみ分けを整理した。 
　●教育局　専門部　福祉用具G　 
　：自助具作成研修会開催（ソックスエイド・万能カフ） 
●教育局　専門部　脳血管障害G 

　：相談窓口設置に向けて活動していく。 
　●作業療法推進局　広報部 
　：予算については継続審議。　 
　●島根訪問リハビリ委員会 
　：研修会を企画（助成金の活用） 
●運転と作業療法委員会 
：運転寿命延伸講座の開催、研修会の企画（運転支援での失敗談など）　 

5.監事より  
　吉岡監事：物価高騰において予算立てが難しい状況。人件費は活動継続に向けて対価として必要と　考える。
個人負担が年々多くなっていると感じている。継続した県士会活動への参加が出来るような　手だてを講じられ
ると良い。 

　村上監事：活動に対する対価について考える回であった。活動費に充てる収益が得られるためには、原点に
戻って県士会員や参加者を増やすことも一つかと考える。　　　 

6.会長より  
：事務局の事前準備体制の整備により理事会の審議がスムースになったと感じている。 活動に対する対価に
ついては数年来の懸念事項である。何らかの形で進めていきたいと考えている。 
次年度計画についても審議しながら引き続き準備していきたい。 
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次回　令和6年度（2024）第5回理事会 
日時：令和7年1月25日（土）13:30～16：30 
場所：出雲市民会館305号室・WEB併用　 
内容：各種協議事項　次年度事業計画　他 
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